
『
吉
田
藩
江
戸
日
記
』
石
灯
籠
図
を
読
み
解
く

『
吉
田
藩
江
戸
日
記
』
（
豊
橋
市
教
育
委
員
会
）
が
公
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
史
料
の
中
に
寛
永
寺
の
有
徳
院
（
吉
宗
）
霊
廟
（
常
憲
院
廟
に
合
祀
）
に
献
納

さ
れ
た
石
灯
籠
の
図
（
以
下
「
石
灯
籠
図
」
）
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
絵
図
に
前
後

す
る
よ
う
に
二
十
六
項
目
に
亘
る
メ
モ
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
各
藩
に
残
さ
れ
た

石
灯
籠
の
記
録
と
し
て
は
、
弘
前
市
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
石
灯
籠
関
係
史
料
が

有
り
、
仕
様
が
書
き
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
灯
籠
絵
図
は
残
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

石
灯
籠
絵
図
と
し
て
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
「
木
子
文
庫
」
に

大
工
棟
梁
甲
良
家
由
来
の
石
灯
籠
の
全
体
図
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
要
所
の

部
分
寸
法
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
図
面
に
は
部
材
の
名
称
は
記
載
さ

れ
て
居
ら
ず
、
絵
図
と
仕
様
書
の
記
録
を
整
合
さ
せ
る
の
に
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。

『
吉
田
藩
江
戸
日
記
』
の
石
燈
籠
図
は
、
灯
籠
を
霊
廟
内
に
献
納
し
た
日
の
記
録
の

中
に
残
さ
れ
て
お
り
、
見
分
し
た
藩
邸
役
人
が
メ
モ
を
元
に
書
き
記
し
た
物
と
思
わ
れ

ま
す
。
実
は
肝
心
な
の
は
こ
の
灯
籠
の
実
物
が
（
二
基
献
納
し
た
内
の
一
基
）
千
葉
県

君
津
市
の
神
野
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

残
念
な
が
ら
碑
文
の
一
部
は
欠
落
し
て
い
ま

す
が
上
の
様
に
読
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

「
石
灯
籠
図
」
に
記
録
さ
れ
た
銘
文
と
は

「
参
河
國
吉
田
城
主
」
が
「
三
河
國
吉
田
城
主
」

と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

増
上
寺
の
流
失
灯
籠
の
場
合
に
は
、
一
度
西
武

園
の
地
へ
運
び
出
さ
れ
積
み
上
げ
ら
れ
た
後
個
々

に
運
び
出
さ
れ
た
の
で
、
パ
ー
ツ
の
組
違
い
が
多
多
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
寛
永
寺
か

ら
流
失
し
た
灯
籠
は
一
基
づ
つ
運
び
出
さ
れ
た
様
で
、
パ
ー
ツ
の
組
違
い
が
少
な
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。（
但
し
神
野
寺
に
は
寛
永
寺
由
来
の
灯
籠
が
二
十
基
有
り
ま
す
の
で
、

多
少
は
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
）

つ
ま
り
『
吉
田
藩
江
戸
日
記
』
に
書
き
込
ま
れ
た
メ
モ
を
現
物
と
比
べ
て
み
る
こ
と

で
、
可
な
り
の
部
分
を
読
み
解
く
事
が
出
来
る
事
に
な
り
ま
す
。

今
回
こ
の
稿
を
起
こ
す
に
当
た
っ
て
神
野
寺
を
再
訪
し
、
各
部
の
写
真
と
主
要
部
の

寸
法
を
採
取
し
て
き
ま
し
た
。
（
残
念
な
が
ら
笠
石
の
上
部
の
方
は
計
測
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
）
多
少
読
み
違
え
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
か
な
り
満
足
す
る
結
果
が
出
ま
し
た
。

（
剥
離
欠
落
）

東
叡
山

有
徳
院
殿

尊
前

寛
延
四
辛
未
年
六
月
二
十
日

参
河
國
吉
田
城
主

従
五
位
下
伊
豆
守
源
姓
松
平
復
信

１
石
灯
籠
の
部
材
名
称

今
更
の
よ
う
で
す
が
、
石
灯
籠
を
構
成
す
る
部
材
に
つ
い
て
書
き
出
し
て
み
る
こ
と
に

し
ま
す
。

厳
有
院
様
御
佛
前
江
延
宝

九
年
五
月
八
日
津
軽
越
中
守

石
燈
籠
一
基
献
上
仕
立
之
覚

一
惣
高
九
尺
三
寸
八
分

外
ニ
地
盤
石
七
寸
七
分

一
宝
珠
露
盤
髙
壱
尺
三
寸
九
分

一
同
差
渡
壱
尺
壱
寸
八
分

一
笠
石
高
壱
尺
三
寸
三
分

一
同
樒
蕨
手
差
渡
四
尺
弐
寸

上
ニ
御
紋
六
つ
金
む
く

一
笠
石

樒
廻
り
唐
草

一
火
袋
高
さ
壱
尺
四
寸
弐
分

一
同
六
角
差
渡
弐
尺

右
六
角
之
内

正
面

戸

正
面
左
右
窓

め
つ
き
金
物

後

窓

金
物
な
し

後
左
右

窓
な
し

御
紋
一
宛
請
彫

一
請
躰
高
九
寸
弐
分

同
差
渡
三
尺
七
分

櫺
上

唐
草
下
花
彫

一
丸
柱
高
弐
尺
八
寸
弐
分

一
同
差
渡
壱
尺
八
寸
五
分

一
花
石
高
壱
尺
三
寸

一
同
差
渡
三
尺
九
寸

一
地
盤
石
高
七
寸
七
分

一
同
差
渡
五
尺
三
寸

以
上

三
月
晦
日

め
つ
き
か
ら
草

中
ニ
御
紋

日月



こ
れ
は
弘
前
藩
が
厳
有
院
（
家
綱
）
廟
に
灯
籠
を
献
納
し
た
際
の
仕
様
書
で
す
。

こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
部
材
名
は

①
宝
珠
露
盤

②
笠
石

③
火
袋

④
請
体

⑤
丸
柱

⑥
花
石

⑦
地
盤
石

の
七
項
目
で
す
。
こ
れ
を
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
書
写
の
『
石
灯
籠
鳥

居
寸
法
』
（
同
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
記
載
さ
れ
た
灯
籠
各
型
の
部
材
名
と
比

較
し
て
み
ま
す
。

利
休
大
型

地
輪

柱

請
体

火
袋

笠

九
輪

織
部
形

柱

請
体

火
袋

笠

九
輪

般
若
堂

地
輪

柱

中
台

火
袋

笠

九
輪

翁
形

地
輪

柱

中
台

火
袋

笠

九
輪

春
日
形

地
輪

柱

請
体

火
袋

笠

九
輪

三
月
堂

地
輪

柱

中
台

火
袋

笠

九
輪

新
家

地
輪

柱

中
台

火
袋

笠

九
輪

は
ら
い
戸

地
輪

柱

中
台

火
袋

笠

九
輪

嵯
峨
太
秦

地
輪

柱

中
台

火
袋

笠

九
輪

遠
州
形

柱

火
袋

笠

九
輪

織
部
形
に
は
地
輪
の
部
分
が
、
遠
州
形
に
は
中
台
（
請
体
）
の
部
分
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
十
種
類
の
石
灯
籠
の
部
材
名
称
は
地
輪
、
柱
、
請
体(
中
台)

火
袋
、
笠
、
九
輪
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
添
え
ら
れ
た
図
面
か
ら
、
地
輪
は
花
石
の
こ
と
、

九
輪
は
宝
珠
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

注
目
す
る
の
は
、
今
日
「
棹
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
部
材
は
全
て
「
柱
」
と
表
記
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
「
中
台
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
部
分
は
「
請
体
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
認
識
を
元
に
「
木
子
文
庫
」
所
蔵
の
石
燈
籠
図
（
以
下
「
木
子
文
庫
図
」
）
に
部

材
の
名
称
を
書
き
込
ん
だ
も
の
を
提
示
し
て
み
ま
す
。
赤
字
は
先
に
提
示
し
た
弘
前
藩
の

文
書
記
録
に
示
さ
れ
た
寸
法
で
す
。

こ
こ
で
表
記
し
た
部
材
の
名
称
は
、
次
に
見
る
よ
う
に
『
吉
田
藩
江
戸
日
記
』
に
記

載
さ
れ
た
名
称
と
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
ま
す
。

僅
か
二
例
で
す
が
、
か
け
離
れ
た

地
域
に
あ
る
藩
邸
記
録
に
同
様
の

名
称
で
書
き
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
此
の
時
代
石
灯
籠

を
製
作
し
た
江
戸
の
石
屋
の
中
で

は
、
部
材
名
称
は
ほ
ぼ
こ
の
様
に

呼
び
習
わ
し
て
い
た
と
考
え
て
差

し
支
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

２
．
『
吉
田
藩
江
戸
日
記
』
石
燈
籠
図
を
読
む

さ
て
い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
『
吉
田
藩
江
戸
日
記
』
石
灯
籠
図
と
そ
の
寸
法
メ
モ
を
読

み
解
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
石
灯
籠
の
総
高
さ
と
石
の
種
類
で
す
。

惣
高
サ
地
形
よ
り
九
尺
八
寸
八
分

伊
豆
小
松
原

「
惣
高
サ
」
は
「
木
子
文
庫
図
」
に
記
載
さ
れ
た
寸
法
と
合
致
し
ま
す
。

「
伊
豆
小
松
原
」
は
石
の
産
地
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
「
小
松
原
」
と

い
う
石
丁
場
は
記
録
に
見
え
ま
せ
ん
の
で
「
小
松
石
」
の
書
き
違
え
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
後
に
火
袋
の
中
に
入
れ
る
金
物
の
記
述
が
続
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
火
袋
の
項
で

纏
め
て
考
え
て
み
る
こ
と

に
し
ま
す
。

石
灯
籠
図
の
後
に
二
五

項
目
の
寸
法
メ
モ
が
続
き

ま
す
。
一
応
上
の
九
輪
か

ら
下
の
地
盤
石
ま
で
順
に

書
き
留
め
て
い
ま
す
が
、

再
び
上
に
戻
っ
て
順
に
記

録
し
て
い
く
と
い
う
形
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

高
サ
弐
尺
八
寸

御
紋

惣
髙
サ
地
形
ヨ
リ
宝
珠
上
迠
九
尺
八
寸
八
分

指 渡 シ 壱 尺 八 寸

高
サ
壱
尺
四
寸

高
サ
七
寸

高
サ
壱
尺
弐
寸

高
九
寸
八
分

差 渡 シ 三 尺 五 寸

差 渡 壹 尺 九 寸

差 渡 し 四 尺 五 寸

差 渡 し 壱 尺 四 寸

差 渡 し 四 尺 六 寸

差 渡 し 三 尺 七 寸

地盤石

花石

柱

請体

火袋

笠石

九輪

高
サ
壱
尺
三
寸
九
分

惣
髙
サ
九
尺
三
寸
八
分
外
に
地
盤
石
七
寸
七
分

高
サ
壱
尺
四
寸

高
サ
壱
尺
三
寸
三
分

高
サ
壱
尺
四
寸

高
サ
壱
尺
四
寸
二
分

高
九
寸
弐
分高

サ
弐
尺
八
寸
弐
分高

サ
壱
尺
三
寸

差 渡 し 三 尺 九 寸

指 渡 シ 壱 尺 八 寸 五 分

差 渡 弐 尺

差 渡 し 壱 尺 一 寸 八 分

差 渡 し 四 尺 弐 寸

差 渡 し 五 尺 三 寸



こ
れ
を
九
輪
、
笠
石
、

火
袋
、
請
体
、
柱
、
花

石
、
地
盤
石
の
順
に
仕

分
け
し
て
纏
め
て
み
ま

し
た
。
番
号
は
本
来
の

記
載
順
で
す
。

神
野
寺
に
現
存
す
る

石
灯
籠
の
写
真
を
見
な

が
ら
順
に
考
え
て
い
く

こ
と
に
し
ま
す
。

最
初
に
分
類
し
て
い
く
中
で
キ
ー
と
な
っ
た
言
葉
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
み
ま
す
。

「
の
き
」
と
い
う
言
葉
が
何
カ
所
か
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
⑨
と
㉕
で
使
わ
れ
て
い
る

「
の
き
」
は
我
々
が
普
通
に
使
う
「
軒
」
と
い
う
言
葉
と
は
違
い
、
平
面
に
な
っ
て
い
る

横
側
面
を
言
う
様
で
す
。
「
の
き
」
と
い
う
読
み
を
持
つ
漢
字
で
「
櫺
」
が
有
り
、
「
櫺
」

は
連
子
の
こ
と
で
窓
に
付
け
ら
れ
る
格
子
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
が
「
こ
ろ
ば
し
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
一
般
の
用
語
に
は
無
い
の
で
す
が
、

建
築
用
語
で
は
「
水
平
に
使
っ
た
部
材
を
転
ば
し
」
と
言
う
そ
う
で
す
。
修
羅
を
使
っ
て

重
い
石
材
を
曳
く
時
に
下
に
敷
く
丸
太
も
「
こ
ろ
ば
し
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
こ
で
は
⑪
と

㉕
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

順
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

九
輪①

九
輪
角
ゟ
指
渡
シ
壱
尺
五
寸
五
分

⑤
高
サ
宝
珠
迄
壱
尺
三
寸
五
分

⑪
升
之
内
こ
ろ
ば
し
横
し
つ
め
六
ツ
程

⑮
花
六
枚

①
、
⑤
が
直
接
「
九
輪
」
、
「
宝
珠
」
と
い
う
言
葉
に
触
れ
て
い
ま

す
の
で
、
宝
珠
台
か
ら
宝
珠
ま
で
の
部
分
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
「
九
輪
」
と
言
う
と
五
重
塔
の
露
盤
の
上
に
載

る
九
つ
の
輪
状
の
装
飾
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
『
石
灯
籠
鳥
居
寸

法
』
の
中
で
も
笠
石
の
上
に
載
る
宝
珠
を
含
め
た
装
飾
を
九
輪
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に
従
い
ま
す
。
「
木
子
文
庫
図
」

が
示
す
寸
法
と
比
べ
て
も
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

神野寺松平信復灯籠

高
サ
壱
尺
三
寸
五
分

差渡し壱尺五寸五分

宝珠

宝珠台

問
題
は
⑮
の
「
花
六
枚
」
で
す
。

宝
珠
の
下
に
有
る
花
は
通
常
「
請
花
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
「
請
花
」
「
返
り
花
」
と
い
う
の
は
花
弁
の
状
態
を
指
し
て

い
る
言
葉
で
、
必
ず
し
も
部
材
の
名
称
を
言
う
の
で
は
無
い
か

と
思
い
ま
す
。
写
真
で
は
判
り
づ
ら
い
の
で
す
が
、
こ
の
宝
珠

下
部
の
花
の
枚
数
は
六
枚
で
、
灯
籠
図
の
中
に
六
枚
の
花
弁
を

描
い
て
い
る
部
分
は
他
に
な
い
の
で
、
こ
の
部
分
の
状
態
を
メ

モ
し
て
居
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

⑪
の
「
升
之
内
こ
ろ
ば
し
」
は
宝
珠
台
の
升
の
内
を
丸
太
状

に
六
段
く
ら
い
に
仕
切
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
状
態
を
指
す

物
と
思
い
ま
す
。

笠
石②

笠
石
角
差
渡
□
尺
四
寸
五
分

⑥
の
き
わ
ら
び
手
之
き
わ
二
而
五
寸
三
分
の
き
中
二
而
三
寸
八
分

⑯
わ
ら
ひ
手
出
五
寸
五
分
せ
い
壱
尺
五
分

⑫
た
る
き
中
四
本
角
共
ニ
六
本

②
の
き
う
ら
た
る
き
は
な
せ
り
壱
寸

笠
石
の
差
渡
し
は
「
木
子
文
庫
図
」
で
四
尺
五

寸
、
弘
前
藩
史
料
で
四
尺
弐
寸
で
す
か
ら
、
□
の

部
分
は
四
で
四
尺
四
寸
五
分
と
考
え
て
良
い
で
し

ょ
う
。

判
り
ず
ら
か
っ
た
の
は
「
の
き
わ
ら
び
手
之
き

わ
」
と
「
の
き
中
」
の
寸
法
で
す
。

『
石
灯
籠
鳥
居
寸
法
』
の
笠
の
部
分
の
寸
法
図
で

は
、
笠
の
「
軒
」
の
部
分
を
二
つ
に
分
け
て
軒
裏

の
部
分
と
、
軒
の
反
り
返
っ
た
部
分
の
寸
法
を
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
「
軒
」
の
反
り
返
っ
た
部
分
の

内
一
番
蕨
手
に
近
い
部
分
の
寸
法
と
、
中
央
部
分

の
寸
法
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

実
際
の
計
測
値
で
は
軒
中
で
四
寸
、
軒
の
蕨
手
の

際
の
寸
法
が
六
寸
三
分
。
但
し
こ
れ
は
蕨
手
に
添

っ
た
斜
め
の
部
分
を
測
っ
て
い
ま
す
の
で
、
計
算

で
は
五
寸
四
分
と
な
り
ま
す
の
で
、
ほ
ぼ
「
石
灯

九輪笠石



籠
図
」
と
一
致
し
ま
す
。

「
軒
の
裏
垂
木
」
は
図
に
薄
茶
色
で
示
し
て
い
る
部
分
で
す
が
、
写
真
で
も
判
る
と
お

り
軒
の
蕨
手
で
区
画
さ
れ
た
部
分
の
中
に
四
本
、
蕨
手
の
延
長
と
な
る
角
の
部
分
に
二
本

有
り
ま
す
の
で
、
総
計
三
〇
本
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
の
き
う
ら
た
る
き
は
な
せ
り
壱
寸
」
の
う
ち
「
は
な
せ
り
」
の
部
分
は
良
く
分
か

り
ま
せ
ん
。
垂
木
の
幅
は
実
測
値
で
一
寸
八
分
、
垂
木
と
垂
木
の
間
は
一
寸
五
分
で
す
。

垂
木
の
先
端
小
口
部
分
を
「
鼻
」
と
言
い
ま
す
の
で
、「
の
き
う
ら
た
る
き
は
な
せ
り
」

は
「
軒
裏
垂
木
鼻
せ
り
」
で
、
垂
木
小
口
部
分
の
高
さ
を
言
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
高

さ
の
実
測
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。

蕨
手
の
高
さ
と
軒
か
ら
出
て
い
る
部
分
の
長
さ
も
『
石
灯
籠
鳥
居
寸
法
』
の
中
で
注
記

し
て
い
る
項
目
で
す
が
横
幅
に
つ
い
て
は
、
蕨
手
の
横
幅
自
体
を
表
記
し
て
い
る
場
合
も

有
り
ま
す
。
作
図
し
て
み
ま
し
た
が
「
五
寸
五
分
」
と
す
る
と
、
実
際
の
物
と
比
べ
て

小
さ
く
な
り
、
高
さ
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
悪
く
な
り
ま
す
。
計
測
で
は
軒
裏
の
垂
木
の
先

か
ら
蕨
手
の
先
迄
が
七
寸
で
す
の
で
、
笠
上
の
軒
か
ら
せ
り
出
し
て
い
る
部
分
と
考
え

る
方
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

参
考
ま
で
に
埼
玉
県
の
大
滝
村
の
資
材
置
き
場
に
放
置
さ
れ
て
い
る
増
上
寺
の
石
灯
籠

の
笠
石
の
写
真
を
見
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
見
に
く
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
蕨
手

高
三
寸
八
分

高
４
寸

高
５
寸
４
分

６
寸
３
分

１尺５寸３分

１尺６寸５分

１
寸

１
寸
８
分

１
寸
５
分

４
寸
５
分

７

寸

高
５
寸
２
分

差４尺４寸５分

高
１
尺
５
分

５寸５分

７

寸

の
一
つ
が
完
全
に
欠
け
て
い
ま
す
。
し
か
も
笠
石
の
本

体
か
ら
は
綺
麗
に
切
り
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
切
り
取
ら
れ
た
部
分
の
中
央
に
は
、
ほ
ぞ
穴
の
よ

う
な
も
の
が
穿
た
れ
て
い
ま
す
。

最
初
こ
の
様
に
加
工
す
る
物
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

他
の
灯
籠
の
蕨
手
は
笠
石
本
体
と
一
体
で
加
工
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
地
震
な
ど
で
倒
壊
し
た
石
灯
籠

を
補
修
す
る
際
に
、
破
損
し
た
蕨
手
部
分
だ
け
を
削
り

取
り
、
新
た
に
蕨
手
を
作
成
し
て
本
体
に
は
め
込
ん
だ

物
と
思
わ
れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
外
れ
た
蕨
手
の
残
欠

は
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

火
袋③

火
袋
角
ゟ
差
渡
シ
壱
尺
九
寸

⑦
六
角
共
ニ
な
げ
し
有

⑧
高
サ
壱
尺
四
寸

⑬
口
た
て
七
寸
弐
分
横
六
寸
弐
分
、
但
上
下
二
重
ふ
ち
共
壱
寸
六
分
四
角
割

⑰
御
紋
月
日
共
ニ
う
け
申
候
事

㉑
御
紋
日
月
大
サ
四
寸

火
袋
の
高
さ
、
差
渡
し
の
寸
法
は
「
木
子
文
庫
図
」
の

示
す
寸
法
通
り
で
す
。
火
口
に
関
し
て
は
「
木
子
文
庫
図
」

に
は
記
述
が
有
り
ま
せ
ん
。
一
方
弘
前
藩
の
記
録
で
は
「
火

袋
之
仕
型
木
形
之
通
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
火
袋

の
仕
様
を
図
面
上
に
表
す
の
は
は
中
々
難
し
か
っ
た
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

火
口
の
大
き
さ
は
「
た
て
七
寸
弐
分
横
六
寸
弐
分
」
と

有
り
ま
す
の
で
そ
れ
を
元
に
作
図
し
た
の
が
右
の
図
で

す
。
葵
紋
、
日
月
の
意
匠
は
そ
れ
ぞ
れ
四
寸
の
大
き
さ
と

し
て
い
ま
す
。
実
測
値
も
四
寸
で
す
。

「
御
紋
月
日
共
ニ
う
け
申
候
事
」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
「
う
け
」
と
は
弘
前
藩
の
史
料
に
も
「
御
紋
一
宛

請
彫
」
と
し
て
い
ま
す
の
で
「
請
彫
」
つ
ま
り
浮
彫
り
の

こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
サ
壱
尺
四
寸

差 渡 壹 尺 九 寸

七
寸
二
分

六 寸 二 寸

大
サ
四
寸

大
サ
四
寸 九 寸 五 分

埼玉県大滝村の笠石



火
袋
の
中
の
金
物

火
袋
之
内
江

入
候
金
物
之
事
、
火
袋
口
扉
入
子
前
後
打
貫
ニ
シ
テ
と
ひ
ら
壱
枚
、
め

っ
き
金
物
ぼ
た
ん
か
ら
草
右
之
内
江

仕
込
、
後
ノ
方
弐
枚
と
び
ら
内
ひ
ら
き

火
袋
の
中
の
金
物
に
つ
い
て
考
え
る
時
に
ま
ず
冒
頭
の
弘
前
藩
の
仕
様
書
を
見
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
火
袋
の
全
体
の
大
き
さ
を

一
火
袋
高
さ
壱
尺
四
寸
弐
分

一
同
六
角
差
渡
弐
尺

と
示
し
た
後
に
「
右
六
角
之
内
」
と
し
て
以
下
の
詳
細
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

正
面

戸

正
面
左
右
窓

め
つ
き
金
物

後

窓

金
物
な
し

後
左
右

窓
な
し

御
紋
一
宛
請
彫

こ
の
記
述
を
元
に
火
袋
を
上
面
か
ら
見
た
図
を
書
い

て
み
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
は
金
物
の
各
パ
ー
ツ
が
ど
の

様
に
火
袋
の
中
に
収
ま
っ
て
い
る
の
か
見
当
が
付
き
ま

せ
ん
。

当
初
こ
の
弘
前
藩
の
厳
有
院
廟
へ
の
献
納
灯
籠
と
吉

田
藩
の
有
徳
院
廟
へ
の
献
納
灯
籠
と
は
火
袋
の
形
式
は

同
じ
物
と
考
え
て
み
ま
し
た
が
、『
吉
田
藩
江
戸
日
記
』

の
こ
の
灯
籠
絵
図
に
続
く
記
述
に
仕
様
の
変
更
を
窺
わ

せ
る
物
が
あ
り
ま
し
た
。
少
し
長
く
な
り
ま
す
が
全
体

を
引
用
し
て
み
ま
す
。

同
廿
三
日
晴
（
宝
暦
二
年
）

一
上
野
東
漸
院
役
よ
り
廻
状
之
趣
、
御
留
守
居
共
写
之
書
付
添
出

之
、
左
之
通

常
憲
院
様

東
漸
院
役
僧

有
徳
院
様

妙
観
坊

御
霊
屋
江

献
上
被
置
候
銅
灯
籠
風
鈴
并
石
灯
籠
金
蓋
相
は

つ
し
候
様
、
昨
日
廻
状
を
以
申
上
候
処
、
又
々
承
候
、

め
つ
き
か
ら
草

中
ニ
御
紋

日月

戸

窓

日

窓

月

窓

御
紋

御
紋

石
灯
籠
金
蓋
者
御
は
つ
し
被
成
候
と
も
又
者
被
差
置
候

共
御
勝
手
次
第
と
申
御
事
ニ
候
、
昨
日
廻
状
少
々
間
違
候

間
、
右
之
段
申
上
候

五
月
廿
一
日

右
之
通
申
越
候
ニ
付
、
承
合
候
処
、
其
侭
御
差
置
候
御
並

御
座
候
、
此
方
様
ニ
茂

其
侭
被
差
置
、
以
後
火
袋
粉
失
仕

候
歟
損
シ
候
ハ
ヽ
、
其
節
金
蓋
新
規
ニ
被
仰
付
候
得
者

相

済
申
候
、
先
年
者
金
蓋
ゆ
へ
取
は
づ
し
、
御
宿
坊
預
り
申

候
旨
、
今
度
者
火
袋
ニ
而

就
御
座
候
、
御
役
人
樣
か
た
江

御

届
申
職
人
・
人
足
等
入
レ
、
笠
石
引
上
ケ
は
つ
し
申
候
事

ゆ
え
難
仕
儀
御
座
候
上
、
無
益
之
御
入
用
か
ヽ
り
、
申
候

間
、
其
侭
被
差
置
、
右
之
趣
ニ
而

可
然
奉
存
候

五
月
廿
三
日

岡
本
十
左
衛
門

穗
積
喜
左
衛
門

こ
の
廻
状
に
先
立
ち
、
上
野
東
漸
院
役
僧
か
ら
常
憲
院
・
有
徳
院
霊
廟
へ
近
日
中
に
「
御

勝
手
次
第
御
参
詣
被
成
候
様
ニ
」
と
の
通
達
が
有
る
の
で
、
そ
の
前
に
「
両
御
霊
屋
江

被

献
候
銅
御
灯
籠
風
鈴
并
石
灯
籠
金
蓋
」
を
外
し
取
っ
て
欲
し
い
と
の
廻
状
が
来
ま
す
。

こ
こ
に
掲
げ
た
廻
状
の
写
し
は
、
こ
の
先
行
の
廻
状
の
訂
正
文
に
な
り
ま
す
。

「
勝
手
次
第
」
と
は
言
っ
て
も
、
実
際
に
は
大
名
や
旗
本
の
参
詣
が
許
さ
れ
る
の
で
、

銅
灯
籠
の
風
鈴
や
石
灯
籠
の
火
袋
に
付
い
て
い
る
金
蓋
を
外
し
取
っ
て
宿
坊
へ
預
け
て
欲

し
い
と
の
廻
状
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
盗
難
や
毀
損
が
有
っ
た
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

い
ず
れ
に
し
て
も
以
前
は
、
石
灯
籠
の
金
蓋
が
簡
単
に
取
り
外
せ
る
構
造
で
有
っ
た
と

い
う
事
に
な
り
ま
す
。

訂
正
し
た
廻
状
で
は
「
今
度
者
火
袋
ニ
而

就
御
座
候
」
つ
ま
り
金
蓋
が
火
袋
に
付
い
て

い
る
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
役
人
に
届
け
出
て
職
人
に
依
頼
し
笠
石
を
取
り
外
し
て
金
蓋
を
取

り
外
す
の
は
難
儀
だ
し
、
お
金
も
掛
か
る
の
で
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
書
い
て

い
ま
す
。

こ
の
記
事
に
よ
り
火
袋
の
口
扉
が
火
袋
の
中
に
入
子
状
に
仕
込
ま
れ
て
居
る
こ
と
が
判

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
常
憲
院
霊
廟
の
灯
籠
と
、
有
徳
院
霊
廟
の
灯
籠
と
で
は
火
袋
に
付
い

て
い
る
扉
の
取
り
付
け
方
が
違
っ
て
居
る
の
で
す
。

も
う
一
つ
違
っ
て
居
る
の
は
弘
前
藩
で
は
「
御
紋
」
に
つ
い
て
は
「
一
宛
請
彫
」
と

し
同
時
に
「
日
月
」
に
就
い
て
は
「
正
面
左
右
窓

め
つ
き
金
物
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
吉
田
藩
の
記
録
で
は
「
御
紋
月
日
共
ニ
う
け
申
候
事
」
と
し
て
お
り
、

御
紋
だ
け
で
無
く
「
日
月
」
ま
で
も
浮
き
彫
り
に
し
て
い
ま
す
。

日月



実
際
に
神
野
寺
の
灯
籠
の
火
袋
を
見

て
み
る
と
、
火
口
正
面
左
右
が
日
月
、

背
面
左
右
が
御
紋
に
な
っ
て
い
ま
す
。

弘
前
藩
の
厳
有
院
の
献
納
灯
籠
は
見

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
代
わ
り
に

弘
前
藩
が
寛
永
寺
大
猷
院
霊
廟
へ
献
納

し
た
灯
籠
の
火
袋
写
真
を
掲
げ
て
お
き

ま
す
。

弘
前
藩
の
史
料
に
よ
れ
ば
こ
の
日
月

型
の
部
分
に
「
め
っ
き
金
物
」
が
は
め

込
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
気
に
な
る
の
は
、
「
灯
籠

絵
図
」
の
御
紋
の
部
分
に
書
き
込
ま
れ

た
「
此
所
後
日
」
と
い
う
書
き
込
み
で

す
。
石
灯
籠
を
す
っ
か
り
仕
立
て
終
わ

っ
た
後
に
御
紋
を
刻
み
つ
け
る
と
言
っ

た
細
か
い
作
業
を
残
す
と
は
思
わ
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
私
の
推
測
で
す
が
御
紋

や
銘
文
へ
の
金
箔
押
し
の
作
業
で
は
無

い
で
し
ょ
う
か
。

柱
の
銘
に
金
箔
を
入
れ
て
い
た
こ
と
は
、
時
代
の
下
っ
た
文
恭
院
の
石
灯
籠
が
地
震
で

損
壊
し
た
後
修
復
の
際
に
金
箔
を
差
直
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
間
違
い
が
無

い
と
思
い
ま
す
。
（
岡
山
大
学
図
書
館
蔵
「
池
田
家
文
庫
」
上
野
浚
明
院
様
・
文
恭
院
様

献
備
御
燈
篭
御
修
復
仕
様
代
金
書
付
）

請
体⑰

請
体
角
ゟ
指
渡
シ
三
尺
三
寸
高
サ
九
寸
八
分

⑨
の
き
六
角
ノ
内
ニ
ほ
た
ん
唐
草

⑭
の
き
高
サ
五
寸
弐
分

㉒
花
さ
き
壱
寸
三
分

㉓
角
ふ
ち
壱
寸
四
分
、
上
下
之
側
壱
寸
弐
分

寸
法
に
関
し
て
は
、
差
渡
し
の
寸
法
が
「
木
子
文
庫
図
」
の
三
尺
五
寸
に
対
し
て
、
三

尺
三
寸
で
す
が
、
高
さ
は
九
寸
八
分
で
合
致
し
ま
す
。

(左)弘前藩厳有院灯籠火袋 (右)松平信復有章院灯籠火袋

こ
こ
で
の
「
の
き
」
は
「
磧
」
の
こ

と
で
す
。
「
の
き
六
角
」
は
、
現
物
を
見

ま
す
と
六
面
有
る
「
磧
」
の
全
て
の
面

に
牡
丹
唐
草
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
事
を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
？

実
測
で
も
連
子
窓
の
縁
か
ら
角
ま
で

が
壱
寸
四
分
、
上
下
の
縁
の
部
分
が
壱

寸
弐
分
の
幅
を
持
っ
て
い
ま
す
。
「
の
き

高
サ
五
寸
弐
分
」
と
し
ま
す
が
実
測
で

は
六
寸
で
す
。
請
体
の
高
さ
は
九
寸
八

分
、
従
っ
て
花
の
部
分
は
四
寸
六
分
と

い
う
事
に
な
り
ま
す
。
実
測
で
は
磧
が

六
寸
請
体
の
高
さ
が
九
寸
と
な
り
、

花
の
高
さ
は
三
寸
に
な
り
ま
す
。
花
先
は
一
寸
三
分
、
実
測
で
一
寸
に
な
り
ま
す
。

柱
③
□
石
丸
差
渡
シ
壱
尺
八
寸
長
サ
弐
尺
八
寸
、
上
下
さ
か
わ
八
枚
二
重
京
口
壹
尺
六

寸
メ
モ
で
は
「
□
石
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
寸
法
は
差
渡
し
、
長
サ
共
に
「
木
子
文
庫
図
」

の
柱
の
数
値
と
一
致
し
ま
す
の
で
、
こ
の
記
述
は
「
柱
石
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
良

い
で
し
ょ
う
。

さ
て
「
さ
か
わ
」
で
す
。
「
上
下
さ

か
わ
」
と
有
り
ま
す
か
ら
「
柱
」
の

上
下
部
分
の
意
匠
で
有
る
こ
と
が
判

り
ま
す
。

さ
て
「
さ
か
わ
」
と
は
何
で
し
ょ

う
か
？

『
広
辞
苑
』
で
は
「
さ
か

わ
」
は
「
逆
輪
」
ま
た
は
「
逆
鰐
口
」

と
し
て
「
槍
・
小
刀
な
ど
の
柄
を
包

む
金
物
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
余
り

イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま
せ
ん
。

伊
勢
貞
丈
が
表
し
た
『
貞
丈
雑
記
』
に
【
さ
か
わ
の
事
】
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。

高
９
寸
８
分

差３尺３寸

高
５
寸
２
分

６
寸

１
寸
３
分

１
寸

櫺

請躰
１尺７寸

１尺４寸

３寸７分

１寸２分

１寸２分

１寸４分 １寸４分

９
寸

柱石

請体連子牡丹唐草



一
【
さ
か
わ
の
事
】
さ
か
わ
の
事
。
小
刀
の
柄
・
墨
の
柄
そ
の
外
の
器
に
も
「
さ
か
わ
」

と
い
う
金
物
を
か
く
る
な
り
。
そ
の
形

か
く
の
如
く
な
り
。
さ
か
わ
と

い
う
は
「
さ
か
わ
に
ぐ
ち
」
と
い
う
事
を
略
し
た
る
詞
な
り
。
右
の
か
な
物
の
形
、

わ
に
と
云
う
物
の
く
ち
を
開
き
た
る
に
似
た
る
故
の
名
な
り
。

（
東
洋
文
庫
「
貞
丈
雑
記
二
」
）

参
考
に
絵
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
納
得
で
き
ま
し
た
。
植
物
の
葉
を
象
っ
て
い
る
の

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
ワ
ニ
の
口
で
し
た
。
鰐
口
ク
リ
ッ
プ
を
横
か
ら
見
る
と
、
形
が
良

く
似
て
い
ま
す
。
確
か
に
「
柱
」
の
グ
ル
リ
に
八
枚
二
重
襲
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
弘
前

藩
の
史
料
に
も
こ
の
「
さ
か
わ
」
を
上
下
に
描
い
た
図
柄
だ
け
の
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

花
石⑲

外
壱
尺
弐
寸
高
サ
三
寸
花
先
迄
九
寸
四
分

㉔
升
の
京
口
の
か
め
は
ら
差
渡
シ
壹
尺
六
寸

㉕
花
石
角
ゟ
差
渡
シ
三
尺
七
寸
高
壱
尺
弐
寸
、

の
き
六
寸
九
分
、
小
ゑ
ん
か
た
内
こ
ろ
ば
し
拾
四
本

花
石
の
差
渡
シ
と
高
サ
は
「
木
子
文
庫
図
」
の
通

り
で
す
。

こ
こ
で
も
「
の
き
」
は
「
磧
」
の
こ
と
で
す
。
連
子

窓
の
左
右
肩
の
部
分
は
小
円
の
繋
ぎ
で
処
理
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
「
こ
ろ
ば
し
」
が
縦
に
十
四
本
並
ん

だ
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
か
め
は
ら
」
は
亀
腹
の
こ
と
で
、
石
材
加
工
の

中
で
石
の
角
を
丸
め
て
い
く
技
法
が
有
る
よ
う
で
す

が
、
こ
こ
で
は
「
柱
」
を
「
花
石
」
に
固
定
す
る
際

に
漆
喰
を
使
っ
て
丸
く
盛
り
上
げ
て
い
く
技
法
を
言

う
よ
う
で
す
。
但
し
現
物
で
は
こ
の
亀
腹
の
部
分
は

殆
ど
見
ら
れ
ず
、
花
石
の
上
に
そ
の
ま
ま
柱
が
載
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
の
為
か
蓮
葉
の
元
の

部
分
と
柱
の
間
が
二
寸
五
分
ほ
ど
平
面
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。「
柱
」
の
上
下
に
は
「
枘

(

ほ
ぞ)

が
出
て
い
て
「
請
体
」
、
「
花
石
」
に
穿
た
れ

差３尺７寸

高
１
尺
２
寸

高
８
寸

高
６
寸
９
分

指１尺８寸５分

高
７
寸
５
分

高
５
寸

指１尺６寸１寸４分

１
寸
２
分

１
寸
４
分

３寸５分

６寸５分

８寸
５分

高
５
寸

差４尺６寸

高
９
寸

櫺

地盤石

た
「
ほ
ぞ
穴
」
に
は
め
込
ん
で
固
定
し
て
い
ま
す
。

「
差
渡
シ
一
尺
六
寸
」
と
い
う
の
は
「
柱
」
の
「
差
渡
シ
一
尺
八
寸
」
よ
り
は
絞
っ
て
い

る
形
で
す
の
で
、
「
京
口
」
と
い
う
言
葉
も
そ
れ
に
関
連
し
た
言
葉
で
し
ょ
う
か
。

⑲
の
項
目
も
判
り
づ
ら
い
の
で
す
が
、「
花
先
迄
九
寸
四
分
」
と
書
い
て
い
ま
す
の
で
、

花
石
の
記
述
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
花
石
の
「
磧
」
を
除
い
た
上
の

部
分
は
平
た
い
円
錐
台
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
計
測
し
づ
ら
い
の
で
す
が
、
柱
の
際
か
ら

一
尺
、
蓮
華
の
葉
の
元
部
か
ら
花
先
迄
が
八
寸
五
分
有
り
ま
し
た
。
微
妙
に
ず
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
蓮
華
座
の
部
分
を
指
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
盤
石

⑩
鋪
の
座
角
ゟ
差
渡
シ
六
寸
高
九
寸
、
内
弐
寸
ハ
根
入
地
形
上
ゟ
七
寸
無
地
わ
た
し

き
こ
こ
で
差
渡
し
六
寸
と
い
う
の
は
、
「
木
子
文
庫
図
」
に
有
る
四
尺
六
寸
か
ら
考
え
て

写
し
間
違
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
木
子
文
庫
図
」
で
の
高
さ
は
地
面
か
ら
の
高
さ
を
示
し

て
い
る
の
で
、
地
形
上
ゟ
七
寸
と
い
う
寸
法
も
合
致
し
ま
す
。
弘
前
藩
の
記
録
に
は
「
惣

高
地
盤
上
よ
り
宝
珠
迠
九
尺
壱
寸
八
分
外
ニ
地
盤
石
砂
利
上
八
寸
」
と
有
り
ま
す
の
で
、

地
盤
石
の
回
り
に
は
砂
利
を
敷
き
詰
め
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

『
吉
田
藩
江
戸
日
記
』
の
こ
の
石
燈
籠
図
の

前
の
記
事
に
は
、
石
屋
が
霊
廟
の
作
業
場
内
に

持
ち
込
ん
だ
資
材
の
目
録
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
に
も
「
砂
利

四
荷
」
と
有
り
ま
す
の
で
、

「
高
九
寸
、
内
弐
寸
ハ
根
入
地
形
上
ゟ
七
寸
」

の
記
述
も
、
地
盤
石
を
据
え
付
け
そ
の
回
り
に

高
さ
二
寸
ほ
ど
砂
利
を
盛
っ
た
計
算
に
な
り
ま

す
。神

野
寺
で
は
八
寸
の
高
さ
が
有
り
ま
し
た
。

幾
ら
か
地
盤
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

弘
前
藩
の
別
の
記
録
で
は
「
地
盤

指
渡

四

尺
八
寸
弐
枚
ニ
而
切
合
」
と
あ
り
実
物
も
六
角
形

の
石
を
半
分
に
切
っ
た
大
き
さ
の
石
を
、
現
場
で

敷
合
わ
せ
て
六
角
の
形
に
し
て
い
る
の
で
、
「
わ

た
し
き
」
と
い
う
の
は
そ
の
作
業
に
拘
わ
る
言
葉

花石・地盤石



な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

石
切
丁
場
か
ら
の
切
出
し
石
の
大
き
さ

高
木
浅
雄
氏
が
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要

』
に
掲
載
し
た
「
戸
田
村
の
石
切
文
書
」
の

13

中
に
天
保
十
二
年
に
文
恭
院
（
家
斉
）
の
霊
廟
へ
献
納
す
る
石
灯
籠
を
公
儀
御
用
と
し
て

切
り
出
し
た
際
の
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
切
り
出
す
石
灯
籠
の
部
位
毎
の
寸
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
以
下
に
引

い
て
お
き
ま
す
。

灯
籠
石
寸
法

下
段

弐
枚
合

大
サ

四
尺
七
寸

厚
サ

壱
尺
三
寸

上
段

壱
枚

大
サ

三
尺
八
寸
四
方

厚
サ

壱
尺
四
寸

竿

壱
本

長
サ

三
尺
五
寸

大
サ

弐
尺
弐
寸

受

壱
本

大
サ

三
尺
三
寸
四
方

厚
サ

壱
尺
二
寸

火
袋

壱
ツ

大
サ

弐
尺
一
寸
六
角

厚
サ

壱
尺
六
寸

笠

大
サ

四
尺
九
寸

厚
サ

壱
尺
八
寸

宝
珠

長

壱
尺
八
寸

大
サ

壱
尺
七
寸

こ
の
時
に
戸
田
村
の
内
匠
山
新
切
開
丁
場
か
ら
切
り
出
し
た
灯
籠
石
は
五
十
本
。
元
請

け
人
は
江
戸
鉄
砲
州
明
石
町
の
日
野
屋
仁
兵
衛
で
、
戸
田
で
元
請
け
し
た
の
が
丁
場
預
り

人
の
勝
呂
弥
三
兵
衛
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

付
図
に
は
「
吉
田
藩
江
戸
日
記
」
の
記
録
と
鹿
野
山
神
野
寺
の
石
灯
籠
の
実
測
記
録
を

元
に
作
成
し
た
石
燈
籠
図
を
載
せ
て
お
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
赤
枠
で
示
し
た
部
分
が

切
出
し
石
の
大
き
さ
で
す
。
請
体
の
差
し
渡
し
の
寸
法
が
他
の
記
録
の
数
値
と
一
致
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、
「
大
サ

三
尺
三
寸
四
方
」
と
あ
り
ま
す
の
で
六
角
形
の
対
角
線
の

長
さ
に
な
り
、
何
と
か
無
理
な
く
成
形
で
き
る
大
き
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
部

位
の
切
出
し
石
の
大
き
さ
は
、
実
測
記
録
に
無
理
な
く
収
ま
る
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
が
判

り
ま
す
。

「
戸
田
村
の
石
切
文
書
」
に
は
灯
籠
石
の
切
り
出
し
費
用
等
の
記
録
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
又
別
に
検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に

弘
前
藩
の
仕
様
書
、
三
河
吉
田
藩
の
石
燈
籠
図
と
寸
法
記
録
、
そ
れ
に
「
木
子
文
庫
」

の
石
燈
籠
絵
図
を
元
に
石
灯
籠
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
同
時
に
こ
れ
だ
け
の
仕

様
書
・
図
面
だ
け
で
は
、
細
部
ま
で
灯
籠
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
も
判
り

ま
し
た
。
弘
前
藩
も
幕
府
の
石
工
棟
梁
で
有
っ
た
亀
岡
石
見
に
何
度
も
仕
様
の
詳
細
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
有
徳
院
の
際
に
は
石
問
屋
の
伊
豆
屋
与
兵
衛
が
伊
豆
か
ら
七
十
七

基
分
の
灯
籠
石
を
切
り
出
し
た
事
が
判
っ
て
い
ま
す
。
（
吉
原
健
一
郎
「
江
戸
の
石
問
屋

仲
間
」
三
浦
古
文
化
第
三
一
号
）

各
藩
が
嗜
好
を
凝
ら
し
た
日
光
大
猷
院
霊
廟
へ
の
献
納
灯
籠
と
は
違
い
、
整
一
の
石
灯

籠
の
献
納
を
求
め
た
厳
有
院
以
降
で
は
、
石
灯
籠
の
製
作
事
情
に
精
通
し
た
石
問
屋
が
一

手
に
請
け
負
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
石
問
屋
や
石
工
達
が
中
世
以
来
培
っ
て
き
た
技

能
と
知
識
の
蓄
積
が
無
け
れ
ば
灯
籠
の
製
作
は
不
可
能
で
有
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
考
察
で
は
「
京
口
」
、
「
は
な
せ
り
」
、
「
わ
た
し
き
」
等
幾
つ
か
の
言
葉
の
意
味

を
示
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
専
門
の
方
か
ら
ご
助
言
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(2022.10.9
)


